
各小中学校の教育課程に位置づけて市内全校で ・佐倉学コーナーの充実だけでなく、佐倉学の授 ・印刷製本にあたって，資源再利用の観点から，

取り組んでいるが、市民の佐倉学の認知度がまだ十分ではありません。 業で活用できる佐倉学関係資料を印刷します。 再生紙を積極　的に利用していきます。
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平成２６年度  一般会計 予算見積 事業別概要書（当初）
9. 教育費 13.佐倉学推進事業

1. 教育総務費

3. 教育研究指導費 指導課

（佐倉市）　　

第３章
｢心豊かな人づくり、まちづくり｣　～教育の充実、 -

スポーツ活動の推進～ 平成23年度 -

経常 単独 計画 1,161 △154 基本施策２
佐倉学を推進します 平成24年度 -

平成25年度 -

施策２
地域教材を活用した学習を推進します 平成26年度 -

平成27年度 -

1,007 1,007

・佐倉学道徳副読本検討委員会を開催し、副読本「佐倉 ・佐倉学推進事業では、佐倉学副読本を佐倉学通史及び ・児童生徒が佐倉学の資料として佐倉学副読本や佐倉学

の道徳」小学校版・中学校版及び指導関連資料の作成を行います。 自然環境資料として活用し、児童生徒が佐倉の自然、歴史、文化、功績 道徳副読本を活用することにより、佐倉市の特色の理解を深め、郷土愛

・佐倉学副読本「ふるさと佐倉の歴史」を小学校6年児童数及び学校数 を残した先覚者を学ぶことにより、「好学進取」の気風や郷土を愛する を育てます。

の増刷をし、各小中学校に配本します。 心を育み、国際社会で活躍する人づくりを目指します。 ・社会科、道徳、総合的な学習の時間等の授業が充実します。

・佐倉学道徳副読本の活用により、先覚者の生き方や考え方を学びとる ・「好学進取」の精神により、豊かな心や新たな学習意欲を育み、様々

とともに、自分自身を振り返り、人生を切り拓く力の育成を図ります。 な分野で活躍できる人材の輩出につながります。

・


